
-1-

現地状況について

資料２

平成２３年９月３０日

独立行政法人水資源機構

池田総合管理所



-2-

目次

１．新宮ダムの概要

２．堤体の構造的特徴

３．調査・観測の概要

４．堤体の観測概況

５．地山の状況

６．堤体クラック調査結果

７．堤体コンクリート性状調査結果



-3-

新宮ダム

拡大図

１． 新宮ダムの概要
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新宮ダムは、吉野川水系銅山川に建設された、堤高42.0m、堤頂
長138.0m、堤体積80,000m3、総貯水容量13,000千m3、有効貯水容
量11,700千m3の重力式コンクリートダムである。

新宮ダム概略図

1,900,000m3利 水 容 量

5,000,000m3洪 水 調 節 容 量

11,700,000m3有 効 貯 水 容 量

13,000,000m3総 貯 水 容 量

EL.227.6m洪 水 期 制 限 水 位

EL.211m最 低 水 位

EL.234.2m常 時 満 水 位

0.9km2湛 水 面 積

直接: 215km2

間接:  39km2集 水 面 積

EL.194m基 礎 地 盤 標 高

EL.236m天 端 標 高

80,000m3堤 体 積

138m堤 頂 長

42m堤 高

重力式コンクリートダム形 式

洪水調節、新規利水、発電目 的

吉野川水系銅山川河 川 名

左岸：愛媛県四国中央市新宮町馬立
右岸：愛媛県四国中央市新宮町馬立

位 置

ダム諸元
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堤体平面図
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堤体下流面図
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２．堤体の構造的特徴

下流面

10BL 6BL

越流部 標準断面

3.0m 15.0m
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３．調査・観測の概要
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４．堤体の観測概況
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・堤体横継目の動き

堤体横継目に設置された継目計
（堤体下流面）
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５．地山の状況
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（堤体上流面）

６．堤体クラック調査結果
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（堤体下流面）
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6BL・10BLへのパイプ歪計設置時に採取されたコア試料を使用

①ＡＳＲの発生有無判定
②コンクリートの劣化度

○偏光顕微鏡観察
○コア観察及びボアホールカメラ観察
○強度特性（圧縮強度と弾性係数との関係）

ひび割れ（ただし、セメントペー
スト中には進展していない)

新宮ダム堤体コンクリートのＡＳＲによる劣化は軽微であり、強度特性等
はほぼ健全な状態である。
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Ｂ配合

Ａ配合(外部)

Ａ配合(岩着)

コンクリート標準示方書設計一般値

既存ｺﾝｸﾘｰﾄ構造物の実態調査(土研)

ASRが発生した橋脚コアの
実績試験値(80本)

・健全なコンクリートの圧縮強度と弾性
係数との関係を概ね示している。

セメントペースト中の微細ひび割れは、
少なくor無く、コンクリートは健全。

偏光顕微鏡観察結果

強度特性

７．堤体コンクリート性状調査結果
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新宮ダムコンクリート配合区分図及び配合表


